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態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断









態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断







態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断
wr：筆者 非未来 条件 叙述 成立 0
※仮想「条件」：事象が条件として仮想的に述べられている。
D） 参考で試聴できますので確かめてください。
態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断
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E） 軽く考えないでください。
態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断
wr：筆者 未来 0 働きかけ _直接 0 ネガティブ
※価値判断「ネガティブ」：事象の不実行が望ましいと判断している。
F） サックスを買ったら何が必要ですか？
態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断




態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断
wr：筆者 非未来 0 叙述 不成立 0
※真偽判断「不成立」：態度表明者が事象（命題）が不成立であると判断している。
H） 税理士役も俳優さんらしいし、完全なフィクションでしょう…。
態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断




態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断




態度表明者 相対時 仮想 態度 真偽判断 価値判断





















<TIMEX3 tid="t1" type="DATE" value="2003-10-20" valueFromSurface="2003-10-20">
二〇〇三年十月二十日 </TIMEX3>
<TIMEX3 tid="t2"type="DATE" value="2003-10-W3-1" valueFromSurface="XXXX-WXX-1"> 
月曜 </TIMEX3>
</sentence><br type="automatic original" /> <sentence type="quasi">
<TIMEX3 tid="t3"type="TIME" value="2003-10-20T17:30:XX" valueFromSurface="XXXX-XX-
XXT17:30:XX"> 
午後五時三十分 </TIMEX3>
</sentence> <br type="automatic original" /> <blockEnd /> <paragraph> <sentence> ステイシーは
だらけた姿勢でモニターの前に陣取り、白黒の画像に見入っていた｡ </sentence> <sen-
tence>彼女は伸びをし、腕時計に目をやった｡ </sentence> <sentence>
<TIMEX3 tid="t4" type="DURATION" value="PT2H30M" valueFromSurface="PT2H30M"> 




属性 @tidはひとつの文書中におけるタグの通し番号である。@type 属性は DATE， TIME， 
DURATION， SET の 4つの値を持つ。それぞれ日付表現・時刻表現・時間表現・頻度集合表
現を意味する。
@value 及び @valueFromSurface 属性は時間情報表現が含意する日付・時刻・時間の値を表
す。このうち @value は文脈情報を用いて正規化を行った値を付与し，@valueFromSurface 属
前川　喜久雄
70 国語研プロジェクトレビュー　Vol.3 No.2 2012
性は文脈情報を用いずに文字列の表層表現のみから判定できる値を付与する。
この例では用いられていない要素に @modがあり「時間表現のモダリティ」を表わす。例





@mod＝ START 日付時刻表現の初期 「初め」「初頭」
@mod＝MID 日付時刻表現の中期 「半ば」「中ごろ」
@mod＝ END 日付時刻表現の後期 「末」「暮れ」
@mod＝ APPROX 近似表現 「ごろ」
@mod＝ BEFORE 日付時刻表現より前 「前」
@mod＝ AFTER 日付時刻表現より後 「過ぎ」
@mod＝ ON OR BEFORE 日付時刻表現以前 「以前」
@mod＝ ON OR AFTER 日付時刻表現以後 「以降」「以来」
@mod＝ EQUAL OR LESS 時間表現の範囲以下 「以内」
@mod＝ EQUAL OR MORE 時間表現の範囲以上 「以上」
@mod＝ LESS THAN 時間表現の範囲未満 「未満」「近く」































表 2  助動詞レル・ラレルの意味アノテーションの試行結果
レジスター 受身 尊敬 可能 自発 決定不能
BCCWJ
（コア）
Yahoo！知恵袋 4876 596 447 0 11
Yahoo！ブログ 3914 248 668 11 0
白書 6893 5 1233 0 0
書籍 6861 211 912 44 0
雑誌 6022 163 836 25 5
新聞 6399 42 784 13 3
国会会議録 4408 1447 651 20 8
CSJ
学会講演 5030 175 2087 8 87



















<タリ節 >，<タリ節─助詞 >，<テ節 >，<テハ節 >，<テモ節 >，<テカラ節>，<テカラ節─
助詞 >，<テ節─助詞 >，<トカ節 >，<トカ節─助詞 >，<ノニ節 >，<連用節 >，<引用節 >，









・で <接続詞 >総論では賛成なんだけれども／並列節ケレドモ／ 少し煮詰める必要があるんではな
いだろうかと［と文末］
B）強境界
・で <接続詞 >結果ですが／並列節ガ／まず絶対音感群の結果から見ていきたいと <引用節 >思い
ます［文末］
・まずその教室の様子ですけれども／並列節ケレドモ／ 教室の名前は俳句文法教室と言います［文末］











・で <接続詞 > ついでにこれもいい日本語に替えてくれれば <条件節レバ > いいなと <引用節 >
そんな気がしてます［文末］
・どうしてもこの遊びの方が先に入ってたから <理由節カラ > そっちを優先しちゃったっていう
<トイウ節 >ことでした［文末］
・縮むことがないので<理由節ノデ >安心して <テ節 >何度でも洗います［文末］
・ある時は失恋して<テ節 >泣いている私に寄り添ってもくれました［文末］























































































































































































セント句から 15アクセント句まで，どの長さの発話においても PNLPの生起率は常に 1.1
前後である。これは PNLPが原則として 1個の発話に 1個しか生じないことを示しており，
PNLPには言語学で言う頂点機能（ある言語単位のまとまりを示す機能）が認められること
を示している。





る。図 3は長さが 11から 15アクセント句の発話について同一の分析を施した結果であるが，
同一のパタンが生じていることがわかる。図 3では見やすさのために第 1～第 5アクセント
句の生起率を表示していないが，この部分のデータにも上記の傾向に反する挙動は全く観察
されない。







































































































Abstract: The first half of the paper is devoted to the introduction of a core research 
project: “Basic Research on Corpus Annotation.” This project is concerned with the de-
velopment of various linguistic annotations for the improvement of existing corpora, 
among which the following annotations are discussed in the present paper, viz., depen-
dency-structure annotation, expanded modality annotation, time-information annota-
tion, annotation for word disambiguation, clause boundary annotation, and morpholog-
ical annotation.
The second half of the paper is concerned with another core research project entitled 
“Foundation of Corpus Japanese Linguistics.” This is a ‘strategic’ project aiming directly 
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主な著書・論文：「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」（『音声研究』14（2），2010）， Prominence marking in 
the Japanese intonation system（共著，The Oxford handbook of Japanese linguistics. Oxford University Press， 2008）， 
Coarticulatory reinterpretation of allophonic variation: Corpus-based analysis of /z/ in spontaneous Japanese （Journal of 
Phonetics， 38（3）， 2010）． 











at the promotion of corpus-based Japanese linguistics. The main promotion methods are 
the publication of the eight-volume “Japanese Corpus” series and the organization of a 
semi-annual “Japanese Corpus Linguistics Workshop.” Following the explanation of 
these two efforts, a study of Japanese intonation is introduced as an example of the work 
supported by this strategic project.
The prosodic phenomenon known as the PNLP （‘penultimate non-lexical promi-
nence’） was discovered in 1959, but its linguistic function has remained unclear to the 
present day. Computer-based analysis of the X-JToBI annotated CSJ-Core revealed that 
PNLP occurred, in principle, only once in an utterance. It also turned out that PNLP 
occurred typically in the penultimate accentual phrase of an utterance. From these find-
ings it can be concluded that PNLP has both cumulative and delimitative functions.
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「コーパスアノテーションの基礎研究」および「コーパス日本語学の創成」
基幹型共同研究プロジェクト「コーパス日本語学の創成」
プロジェクトリーダー　前川喜久雄（国立国語研究所　言語資源研究系　教授）
プロジェクトの概要
本プロジェクトは，大規模なコーパスを用いた新しい言語研究の方法を日本語研究の世界
に定着させることを目標とした戦略的プロジェクトであり，特定の科学研究上の目標を達成
しようとする通常の研究プロジェクトとはやや趣を異にしている。この戦略的な目標を達成
するために，国語研の KOTONOHA計画で開発した一連のコーパスを初めとする各種日本
語コーパスを利用した先進的な研究を「語彙・文法・文体・表記研究」「歴史研究」「音声・
対話研究」の 3領域で推進するとともに，一般応募も可能な公開研究会を開催して成果を普
及する。 コーパスを利用した日本語研究は研究方法が確立されていないために，定量的な
言語研究になじんでいない研究者の新規参入が困難である。本研究が着実な成果をあげるこ
とによって，この参入障壁を軽減させる効果が期待される。またコーパスの利用は，従来研
究の再現性を欠く傾向にあった言語学の研究に追試可能性を導入することになり，その意味
で言語学の科学性を高める効果が期待できる。
